
東日本大震災 被災寺院現状報告 

寺院：福島県第１４教区第４８０番仲禅寺 

住所：福島県双葉郡双葉町大字寺沢字唐沢１８７ 

 

寺院の被害 ・地震により、本堂、庫裡が全壊した。 

寺院の現状 

・一ヶ寺での存続が不可能ではないかと思われるほど、全ての面で厳しい

状況。 

・法事などは、本寺（住職の本務地）を利用して行われている。 

・放射線の影響があり寺院所在地の放射線量は高いが、行政の除染は進ん

でいない。 

・檀信徒の離散や後継者の問題、放射能汚染、経済的問題、帰郷できない

等、先の見通しが立たない状況に、精神的にも肉体的にも疲労している。 

檀信徒の現状 

・全ての檀信徒が避難を強いられている。（帰還困難区域） 

・お墓ですらも、中間貯蔵施設建設予定地にあたり、場所を変えなければ

ならない家もでてきている。 

・転居先が不明な檀家があり、数軒が離檀した。 

地域の現状 ・帰還困難区域になっている。 

復興の状況 ・放射能汚染被害により復旧の目途は立っていない。 

（H25.10.11現在） 

 

  
 

左は本堂前で撮影したもので、このような格好でしか近づけなくなってしまった。（空間線量７μsv/h）

本堂の中は、写真では分かりにくいが、床が大きく反ってしまっている（平成 24年 12月撮影） 


